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構成を修復

MetroCluster FC 構成の構成を修復します

MetroCluster FC 構成での構成の修復

スイッチオーバーに続いて、特定の順序で修復処理を実行して MetroCluster 機能をリス
トアする必要があります。

• スイッチオーバーを実行済みで、サバイバーサイトがデータを提供している必要があります。

• ディザスタサイトのノードが停止しているか、電源がオフのままになっている必要があります。

修復プロセスでは、これらのノードを完全にブートしないでください。

• ディザスタサイトのストレージにアクセスできる（シェルフは電源がオンで稼働しており、アクセス可能
である）必要があります。

• ファブリック接続 MetroCluster 構成では、スイッチ間リンク（ ISL ）が稼働している必要があります。

• 4 ノード MetroCluster 構成では、サバイバーサイトのノードが HA フェイルオーバー状態でない（各 HA

ペアのすべてのノードが稼働中である）必要があります。

修復処理は、最初にデータアグリゲートで実行し、次にルートアグリゲートで実行する必要があります。

ネゴシエートスイッチオーバー後のデータアグリゲートの修復

メンテナンスまたはテストが完了したら、データアグリゲートを修復する必要がありま
す。この処理では、データアグリゲートを再同期し、ディザスタサイトを通常の動作用
に準備します。データアグリゲートの修復は、ルートアグリゲートの修復の前に行う必
要があります。

リモートクラスタでの構成の更新はすべてローカルクラスタにレプリケートされます。この手順の一部として
ディザスタサイトのストレージに電源を投入しますが、ディザスタサイトにあるコントローラモジュールの電
源はオンにしないでください。

手順

1. MetroCluster operation show コマンドを実行して、スイッチオーバーが完了していることを確認します。

controller_A_1::> metrocluster operation show

  Operation: switchover

      State: successful

 Start Time: 7/25/2014 20:01:48

   End Time: 7/25/2014 20:02:14

     Errors: -

2. サバイバークラスタから MetroCluster heal-phase aggregates コマンドを実行して、データアグリゲート
を再同期します。
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controller_A_1::> metrocluster heal -phase aggregates

[Job 130] Job succeeded: Heal Aggregates is successful.

修復が拒否された場合は、 -override-vetoes パラメータを指定して MetroCluster heal コマンドを再実行で
きます。このオプションパラメータを使用すると、修復処理を妨げるソフトな拒否はすべて無視されま
す。

3. MetroCluster operation show コマンドを実行して、処理が完了したことを確認します。

controller_A_1::> metrocluster operation show

    Operation: heal-aggregates

      State: successful

Start Time: 7/25/2014 18:45:55

   End Time: 7/25/2014 18:45:56

     Errors: -

4. storage aggregate show コマンドを実行して、アグリゲートの状態を確認します。

controller_A_1::> storage aggregate show

Aggregate     Size Available Used% State   #Vols  Nodes            RAID

Status

--------- -------- --------- ----- ------- ------ ----------------

------------

...

aggr_b2    227.1GB   227.1GB    0% online       0 mcc1-a2

raid_dp, mirrored, normal...

5. ディザスタサイトのストレージを交換した場合は、アグリゲートの再ミラーリングが必要になることがあ
ります。

ネゴシエートスイッチオーバー後のルートアグリゲートの修復

データアグリゲートの修復が完了したら、スイッチバック処理に備えてルートアグリゲ
ートを修復する必要があります。

MetroCluster 修復プロセスのデータアグリゲートの修復が完了している必要があります。

手順

1. MetroCluster heal-phase root-aggregates コマンドを実行して、ミラーされたアグリゲートをスイッチバ
ックします。

cluster_A::> metrocluster heal -phase root-aggregates

[Job 137] Job succeeded: Heal Root Aggregates is successful
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修復が拒否された場合は、 -override-vetoes パラメータを指定して MetroCluster heal コマンドを再実行で
きます。このオプションパラメータを使用すると、修復処理を妨げるソフトな拒否はすべて無視されま
す。

2. 正常なクラスタで MetroCluster operation show コマンドを実行して、修復処理が完了したことを確認しま
す。

cluster_A::> metrocluster operation show

  Operation: heal-root-aggregates

      State: successful

 Start Time: 7/29/2014 20:54:41

   End Time: 7/29/2014 20:54:42

     Errors: -

3. 正常なサイトで次のコマンドを実行して、ディザスタサイトに障害が発生したディスクがないかどうかを
確認し、ある場合は取り外します。「 Disk show -broken 」

4. ディザスタサイトの各コントローラモジュールの電源をオンにするか、ブートします。

システムに LOADER プロンプトが表示されたら、「 boot_ontap 」コマンドを実行します。

5. ノードがブートしたら、ルートアグリゲートがミラーされていることを確認します。

両方のプレックスが存在する場合は、プレックスが同期されていないと自動的に再同期が実行されま
す。1 つのプレックスで障害が発生している場合は、そのプレックスを削除してから、 storage aggregate

mirror -aggregate aggregate-name コマンドを使用してミラー関係を再確立し、ミラーを再作成する必要
があります。

MetroCluster IP 構成での構成の修復（ ONTAP 9.4 以前）

スイッチバック処理の準備として、アグリゲートを修復する必要があります。

ONTAP 9.5 を実行している MetroCluster IP システムでは、自動的に修復が実行されるため、
これらのタスクを省略できます。

修復手順を実行するには、次の条件を満たしている必要があります。

• スイッチオーバーを実行済みで、サバイバーサイトがデータを提供している必要があります。

• ディザスタサイトのストレージシェルフの電源がオンで稼働しており、アクセス可能である必要がありま
す。

• ISL が稼働中である必要があります。

• サバイバーサイトのノードが HA フェイルオーバー状態でない（両方のノードが稼働中である）必要があ
ります。

このタスクでは、 ONTAP 9.5 より前のバージョンを実行している環境 MetroCluster IP 構成のみを行います。

この手順は、 MetroCluster FC 構成の修復手順とは異なります。
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手順

1. スイッチオーバーされたサイトの各コントローラモジュールの電源をオンにして、完全にブートします。

システムに LOADER プロンプトが表示されたら、「 boot_ontap 」コマンドを実行します。

2. ルートアグリゲートの修復フェーズ「 MetroCluster heal root-aggregates 」を実行します

cluster_A::> metrocluster heal root-aggregates

[Job 137] Job succeeded: Heal Root-Aggregates is successful

修復が拒否された場合は、 MetroCluster heal-rootaggregates コマンドを --override-vetoes パラメータで
再実行できます。このオプションパラメータを使用すると、修復処理を妨げるソフトな拒否はすべて無視
されます。

3. アグリゲートを再同期します。「 MetroCluster heal aggregates 」

cluster_A::> metrocluster heal aggregates

[Job 137] Job succeeded: Heal Aggregates is successful

修復が拒否された場合は、 -override-vetoes パラメータを指定して MetroCluster heal コマンドを再実行で
きます。このオプションパラメータを使用すると、修復処理を妨げるソフトな拒否はすべて無視されま
す。

4. 正常なクラスタで MetroCluster operation show コマンドを実行して、修復処理が完了したことを確認しま
す。

cluster_A::> metrocluster operation show

  Operation: heal-aggregates

      State: successful

 Start Time: 7/29/2017 20:54:41

   End Time: 7/29/2017 20:54:42

     Errors: -
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